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即戦力となる人材の確保を検討している経営者の皆様へ

退職自衛官再雇用のご案内
自衛隊では、精強性を維持するため、若年定年制（54～57歳）、
任期制*1（主に20歳代）という制度を採用しています。退職予定
の自衛官は、在任中に多くの資格、免許を取得、また企業の即戦
力となるべく様々な再教育を受けた後に退職されます。 企業皆様
におかれましては、退職自衛官の再雇用について是非ご検討くだ
さいますようお願い致します。

■若年定年制自衛官の定年退職年齢（２０２０年１月～）

1佐 2佐 3佐 1・2・3尉

55歳

幹　部 曹
准尉

54歳57歳 56歳

曹長・1曹 2・3曹

■退職自衛官再雇用 問合せ窓口

*1 任期制自衛官=主に高校、大学等を卒業後、2～7年間ほど自衛隊に動務した主に20歳台の若手人材。 〒858-8555 佐世保市大潟町678　TEL.0956（47）2166 （内）2366・2367
長崎地方協力本部 相浦駐屯地援護センター
〒850-0862 長崎市出島町2-25　防衛省合同庁舎　TEL.095（826）8846
長崎地方協力本部 援護課
〒857-8567 佐世保市平瀬町無番地　TEL.0956（23）7111 （内）3309
海上自衛隊佐世保地方総監部 援護業務課
〒812-0027 福岡市博多区下川端1-3 明治通りビジネスセンター（別館）　TEL.092（271）2462
（一財）自衛隊援護協会 福岡支部退職自衛官 福岡無料職業紹介所

ニューカレドニア駐屯フランス軍司令官ラティル准将を表敬訪問 PALS23 太平洋水陸両用指揮官シンポジウム

TS23 オーストラリアで現地の戦没者慰霊碑に献花する梨木団長 新隊員後期教育課程 教育開始式

■
後
期
教
育
課
程
教
育
開
始
式

　

７
月
４
日（
火
）陸
上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
で
、後
期
教
育
課
程

の
教
育
開
始
式
が
行
わ
れ
た
。全
国
の
各
駐
屯
地
よ
り
18
歳
か
ら

31
歳
の
新
人
隊
員
１
０
４
人
が
着
隊
。約
３
ヶ
月
間
、普
通
科
隊
員

と
し
て
の
知
識
及
び
技
能
を
習
得
し
、水
陸
機
動
団
の
隊
員
に
な

る
べ
く
各
種
教
育
を
受
講
す
る
。

■
太
平
洋
水
陸
両
用
指
揮
官
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
２
３
）

　

７
月
10
日
〜
13
日
の
４
日
間
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
開
催

さ
れ
た
太
平
洋
水
陸
両
用
指
揮
官
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、水
陸
機
動

団
長
の
梨
木
陸
将
補
が
参
加
し
た
。水
陸
両
用
作
戦
能
力
の
向
上

及
び
各
国
水
陸
両
用
部
隊
と
の
関
係
強
化
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

■
米
豪
主
催
多
国
間
共
同
訓
練

　

タ
リ
ス
マ
ン・セ
イ
バ
ー
２
３（
Ｔ
Ｓ
２
３
）

　

７
月
20
日
〜
８
月
４
日
の
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
た

米
豪
主
催
多
国
間
共
同
訓
練「
タ
リ
ス
マ
ン・
セ
イ
バ
ー
23
」に
、水

陸
機
動
団
が
参
加
し
た
。２
０
０
５
年
に
始
ま
っ
た
同
訓
練
は
当

初
、米
豪
２
国
間
の
枠
組
み
だ
っ
た
が
、10
回
目
と
な
る
今
回
は
13

カ
国
が
参
加
し
、最
大
規
模
で
実
施
さ
れ
た
。訓
練
の
開
始
に
あ
た

り
、梨
木
団
長
は
現
地
の
戦
没
者
慰
霊
碑
へ
の
献
花
、総
領
事
及
び

退
役
軍
人
会
へ
の
表
敬
を
実
施
し
た
。

　

７
カ
国（
日
・
米
・
英
・
豪
・
仏
・
独
・
新
）共
同
に
よ
る
統
合
火
力

誘
導
訓
練
、米
海
兵
隊
Ｃ
Ｈ‐53
Ｅ
に
搭
乗
し
空
中
機
動
に
よ
り
偵

察
部
隊
を
作
戦
地
域
へ
輸
送
す
る
共
同
着
上
陸
訓
練
、中
隊
主
力

に
よ
る
攻
撃
目
標
の
奪
取
な
ど
様
々
な
訓
練
を
実
施
し
、水
陸
両

用
作
戦
に
お
け
る
自
衛
隊
の
戦
術
技
量
と
相
互
運
用
性
の
向
上

及
び
参
加
国
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

■
イ
ン
ド
太
平
洋
方
面
派
遣（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
２
３
）

　

イ
ン
ド
太
平
洋
方
面
派
遣
に
参
加
中
の
水
陸
機
動
団
は
、仏
領

ニュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
を
訪
問
。旧
日
本
軍
潜
水
艦（
伊
一
七
号
）乗
組
員

追
悼
の
慰
霊
祭
に
参
加
し
、慰
霊
・
献
花
を
行
っ
た
。ま
た
フ
ィ
ジ
ー

で
は
、駐
フ
ィ
ジ
ー
日
本
国
特
命
全
権
大
使
の
川
上
文
博
氏
を
表

敬
訪
問
し
た
後
、陸
海
自
衛
隊
合
同
チ
ー
ム
と
フ
ィ
ジ
ー
軍
の
タ
ッ

チ
ラ
グ
ビ
ー
等
の
交
流
試
合
を
実
施
。別
日
に
は
マ
タ
イ
ノ
ゾ
村
に

お
い
て
、現
地
の
方
と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
４
０
０
０
本
の
植
樹
を
行
い
、親

睦
・
交
流
を
深
め
た
。

■
海
上
自
衛
隊
取
引
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

６
月
20
日（
火
）、佐
世
保
地
方
総
監
部
に
て「
海
上
自
衛
隊
取
引

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、28
社
37
名
が
参
加
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は

守
屋
契
約
課
長
よ
り
、地
元
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
配
慮
さ

れ
た
簡
易
型
入
札
制
度「
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
」や
、入
札
参
加

資
格
に
つい
て
説
明
を
受
け
た
後
、入
札
室
な
ど
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
防
衛
予
算
増
額
に
伴
い
、佐
世
保
地
方
総
監
部
に
お
け

る
予
算
額
も
増
加
。身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、隊
員
の
生
活
・
勤
務
環
境

（
備
品
、日
用
品
、被
服
、宿
舎
等
）の
改
善
を
重
点
的
に
推
進
し
、中

で
も
部
隊
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
空
調（
施
設
整
備
）の
発
注
が
増
え

る
見
込
み
。

　

佐
世
保
地
方
総
監
部
で
は
、昨
年
度
約
２
６
３
億
円
の
契
約
が
行

わ
れ
た
が
、そ
の
中
で
佐
世
保
市
内
企
業
の
受
注
割
合
は
4
0
％
に

留
ま
る
。セ
ミ
ナ
ー
に
は
自
衛
隊
と
取
引
を
し
た
こ
と
が
無
い
事
業

者
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、新
規
取
引
の
開
始
、地
元
企
業
に
よ
る

受
注
増
加
に
期
待
し
た
い
。

■
自
衛
隊
進
路
指
導
者
説
明
会

　

６
月
21
日（
水
）、自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保
出
張
所

と
当
後
援
会
の
共
催
に
よ
る
、進
路
指
導
者
説
明
会
を
開
催
し
た
。

本
説
明
会
は
、自
衛
官
募
集
への
理
解
促
進
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、県
北
地
区
の
高
等
学
校
５
校
か
ら
、進
路
指
導
担
当
教

諭
ら
が
参
加
し
た
。

　

長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保
出
張
所 

松
本
所
長
か
ら
は
、自
衛

隊
の
魅
力
と
し
て
、職
種
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
、職
場
風
土
が
良
い

こ
と
、福
利
厚
生
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
等
が
語
ら
れ
た
。ま
た
、昨

年
度
か
ら
自
衛
官
候
補
生
試
験
の一
部
をｗｅ
ｂ
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
や
、長
期
休
暇
取
得
促
進
・
地
元
勤
務
への
配
慮
な
ど
、働
き
や
す

い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
つい
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

■
佐
世
保
自
衛
隊
後
援
会
定
期
総
会

　

８
月
10
日（
木
）、ホ
テ
ル
フ
ラ
ッ
グ
ス
九
十
九
島
に
て
佐
世
保
自
衛
隊

後
援
会
２
０
２
３
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
、5
2
名
が
出
席
し
た
。

左
記
５
つ
の
議
案
に
つい
て
諮
り
、全
議
案
意
義
な
く
承
認
さ
れ
た
。

・
第
１
号
議
案 

２
０
２
２
年
度
事
業
経
過
報
告

・
第
２
号
議
案 

２
０
２
２
年
度
収
支
決
算
報
告

・
第
３
号
議
案 

役
員
改
選（
案
）

・
第
４
号
議
案 

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

・
第
５
号
議
案 

２
０
２
３
年
度
収
支
予
算（
案
）

　

丸
出
山
堡
塁
に
設
置
さ
れ
た
28
㎝
榴
弾
砲

の
砲
戦
指
揮
の
た
め
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、こ

こ
に
装
備
さ
れ
た
測
遠
機
で
敵
艦
と
の
距
離

や
弾
着
地
点
を
観
測
し
て
砲
台
に
連
絡
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

基
本
的
に
観
測
所
の
標
高
と
目
標
の
水
面
の

高
さ
を
底
辺
と

す
る
直
角
三
角

形
を
形
作
る
こ

と
で
目
標
の
正

確
な
位
置
を
求

め
る
も
の
で
あ
っ

た
。観
測
所
の
周

囲
に
周
濠
が
掘

ら
れ
て
お
り
、海

か
ら
観
測
兵
の

移
動
が
見
え
な
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。装
甲
掩

蓋
が
残
さ
れ
て
い

る
の
は
日
本
国
内

で
は
丸
出
山
と

由
良
要
塞
友
ヶ

島
第
一
砲
台（
和

歌
山
県
和
歌
山

市
）の
み
で
あ
る
。

　

明
治
期
の
日
本
は
、近
代
国
家
と
し
て
西
欧

列
強
に
対
抗
す
べ
く
、天
然
の
良
港
に
人
と
先

端
技
術
を
集
積
さ
せ
、軍
港
と
し
て
整
備
し

た
。そ
う
し
て
で
き
た
の
が「
鎮
守
府 

横
須

賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
」で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

佐
世
保
に
残
る
日
本
遺
産
・
鎮
守
府
の
構
成

文
化
財
を
紹
介
す
る
。

（写真提供：水陸機動団）
8/10 佐世保自衛隊後援会 2023 年度定期総会 6/20 海上自衛隊取引支援セミナー（入門手続きについて説明を受ける参加者）

屋根や庇の劣化が進んでいる階段を登った先に装甲掩蓋がある

6/21 自衛隊進路指導者説明会 6/20 海上自衛隊取引支援セミナー（守屋契約課長による説明）

佐世保自衛隊後援会では退職予定自衛官の地元企業への再就職を支援していますシリーズ ～日本遺産をめぐる～
旧
陸
軍
佐
世
保
要
塞　

丸
出
山
堡
塁
観
測
所
跡

所
在
地
：
佐
世
保
市
俵
ヶ
浦
町
3
1
1
5

見
　
学
：
常
時
公
開


